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おばあちゃんのおいしいお米　
甲斐市立竜王西小学校三年　
　武井　凜　
　わたしは、お米を食べるといつも元気がでます。きっと大すきなおばあちゃんが作ってくれたお米を食べているからだと思います。
　おぼんにおばあちゃんの家に行った時、みんなで田んぼを見に行きました。おばあちゃんの田んぼからは、八がたけやふじ山が見えます。田んぼの横には川が流れていて、｢八がたけから流れてきている水だよ。」とお父さんが教えてくれました。水をさわると｢わっ、つめたい｣と思わず言ってしまったほどひんやりとした水でした。イネの葉っぱはきれいな黄緑色で、ピンとまっすぐ立っていました。もうイネのほがたくさんついていて、八がたけの水につかったイネはとっても気持ちよさそうに見えました。わたしはおばあちゃんにお米をおいしく作るひけつを聞きました。おばあちゃんは、｢水のかん理をすることが大事なんだよ｣と教えてくれました。田んぼの水は、七月の数日間、イネを強くするためにむりと水をぬくそうです。その後は毎日田んぼに行って、夜のうちに川の水をたくさん入れて、朝には水を止めて太陽で温めた水でイネを守ってあげるそうです。今年はとても暑いので水がなくなってイネがかれてしまったらどうしよう、と心配になりましたが、八がたけのきれいな水で、おばあちゃんのイネがどんどん大きく育っておいしいお米がたくさんできるといいな、と思いました。
　田んぼから帰ってきて、みんなでおにぎりを作って食べました。やっぱりおばあちゃんが作ったお米はさいこうにおいしいです。あと一か月くらいしたら、イネのしゅうかくをするそうです。暑い日も雨の日も、田んぼに行って心をこめて育ててくれているおばあちゃんのことを考えると、これからもっともっと大事にお米を食べようと思いました。お米はわたしとおばあちゃんを毎日つなげてくれる大切なたから物です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

